
山形県中山町 稲垣 圭祐 教育・文化

【年 齢】
25歳

【出身地】
三重県

【転出元】
神奈川県

【前 職】
学生(大学院在籍中)

【活動時期】
R2.4～

（3年目）

学生時代に歴史学を専攻し、庶民生活や日本民家について
学んでいました。また、博物館ボランティアなどの活動を
通して、博物館や文化財と地域の関わりについて関心を
持っていました。
この経歴を活かして、文化財を通じた町づくりや地方での
歴史学研究に関わる進路を考えていた際、文化財建造物に
関する地域おこし協力隊の募集を見つけて応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
地域おこし協力隊に関する内容は中山町総合政策課まで。
旧柏倉家住宅の見学公開については中山町教育課まで。

起業など具体的な内容は未定だが、文化財関係業種に就職
を検討中。地域の文化財などについて注目すると共に、よ
り広域に関わることを目指しつつ中山町とは調査フィール
ドとしての関係継続を模索中。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●旧柏倉家住宅等の維持管理
町内の旧柏倉家住宅は令和元年に国指定重要文化財
に指定され、翌年より一般公開が行なわれている。
茅葺き屋根の主屋、四棟の土蔵をはじめ、小屋など
の付属屋が残されている。これら大規模な建物の清
掃や点検、広大な敷地周辺や分家の旧柏倉惣右衛門
家住宅の点検などを行う。

●旧柏倉家住宅に関する調査研究
旧柏倉家住宅は建築学や歴史学など
の研究者により調査研究に取り組ま
れている。一方で、民具や意匠など
詳細不明の資料が多く残されていた
ため、これらの資料について分野を
問わず内容の確認調査を行った。

●旧柏倉家住宅の公開スタッフ
一般公開日や視察などで訪れた見学者に対しての開
設案内を行なった。着任当初は概要的な内容であっ
たが、前項の調査活動を通して得られた成果を還元
し、解説内容の充実・向上に努めた。また、これま
での経験から全国の民家や山形県内の地域的特色を
踏まえた解説内容を行っている。

特に現在町が所有する旧柏倉家住宅
と旧柏倉惣右衛門家住宅(分家)を対
象に家族や建造物、生活慣習につい
て、関係者への聞き取り調査を行っ
た。任期中に成果物を発行予定。
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